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質 疑 要 旨 要 答 弁 者 

１ みなし仮設住宅の入居者への支援について 

 (1) 恒久的な住まいの確保などの事情を勘案し、建設型応急住宅と

同様に、２年とされている入居期間を延長してほしいがどうか。 

 (2) 市町において、みなし仮設住宅入居者に対し、建設型応急住宅

の空室状況の情報発信はどの程度行われているのか。 

 (3) 自力での生活再建や住まいの確保に課題を抱える世帯への伴走

支援を行う「生活再建支援アドバイザー」について、具体的な活

動内容を聞く。 

 

２ 被災宅地復旧に対する支援について 

   今後は同一敷地内での修復に限らず支援対象とするとの方針が

示されたが、既に別の土地で修復した方も恩恵が受けられるよ

う、遡及適用についての考えを聞く。 

 

３ 「いしかわ型復興住宅」モデルプラン集について 

 (1) 現在、掲載してある建設費で建てられるプランはどの程度ある

のか。 

 (2) 能登６市町における成約状況を聞く。 

 (3) 建設費が高騰する中、被災者が惑わされないよう、掲載情報を

適宜更新したり公表を取り止めたりする考えはあるのか。 

 

４ 災害復旧事業の事業期間について 

 (1) 道路・河川など公共土木施設及び農地・漁港など農林水産業施

設の復旧について、現在の進捗と、創造的復興プランに掲げる完

了目標年度の実現可能性に対する考えを聞く。 

 (2) 復旧事業者や地域住民への負荷を考慮し、国に災害復旧事業の

完了期間の延長を協議すべきと考えるがどうか。 

 

知 事 

復旧・復興推進部長 

 

 

 

 

 

 

 

知 事 

土 木 部 長 

 

 

 

知 事 

土 木 部 長 

 

 

 

 

 

知 事 

農林水産部長 

土 木 部 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

この質疑要旨は、６月１８日午後４時５５分に取りまとめたものです。 
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５ 恒久的な住まいの再建に向けた新たな支援について 

(1) 今回の６月補正予算で計上された支援制度の運用について、被

災市町全体で足並みが揃うよう、県が主導してほしいがどうか。 

(2) 被災地からの人口流出を防ぐため、対象を被災地での自宅再建

に限定すべきと考えるがどうか。 

 

６ ホッケー競技場の整備について 

県立富来健民ホッケー競技場の復旧の目途が立たない中、まめ

だ簡易グラウンドの人工芝化に際し、ホッケー競技も可能な施設

として整備してほしいがどうか。 

 

７ 創造的復興のシンボルとしてのＩＲ誘致について 

 (1) 国内におけるＩＲ導入についての所見を聞く。 

 (2) 能登の未来のために、ＩＲ誘致に名乗りを上げてほしいがどう

か。 
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